
 

講師紹介  

 野崎 篤志 （のざき あつし） 
  株式会社イーパテント 代表取締役社長  

  知財情報コンサルタント     

   

   東京理科大学大学院 イノベーション研究科 知的財産戦略専攻非常勤講師（平成26年4月～平成30年3月） 

   K.I.T.虎ノ門大学院 イノベーションマネジメント研究科 客員准教授（平成29年4月～）  

   情報科学技術協会主催の情報分析・活用を目的とした3i研究会・研究アドバイザー（平成27年8月～） 

    

  2017年5月に知財情報コンサルティングのブティックファームを目指して株式会社イーパテントを設立。 

  自動車・エネルギーおよびヘルスケア分野を中心に先行技術調査・無効資料調査や侵害防止調査だけではなく、技術動向分析、 

  競合他社分析、知財デューデリジェンス、新事業・新製品開発および新規用途探索・アイデア創出などの知財情報調査・分析 

  およびコンサルティング業務において、高度な実績を有しています。 

  『特許情報分析とパテントマップ作成入門 改訂版』『特許情報調査と検索テクニック入門』（いずれも発明推進協会） 

  などの著作や、論文・寄稿も多数。様々な知財関連機関におけるセミナー講師や講演活動も含め、幅広く活躍中です。 

 

  Industry4.0で第4次産業革命をリードするドイツをはじめ、欧州には各産業・業界の

リーディングカンパニーが数多く存在し、出願前調査や無効資料調査・侵害防⽌調査だ

けではなく技術動向分析でも外すことができません。 

 EP特許を中心として欧州の主要国であるドイツ・フランス・イギリスについて、その

出願構造などを踏まえつつ、特許調査における基本的なポイントや実践的なテクニック

を解説します。広域特許条約であるEP特許と単一国である日本特許や米国特許で大きく

異なるステータス調査⾯にも焦点を当てて詳しく説明いたします。 

 本セミナーは、日本と米国の知財調査・分析企業での勤務経験があり、日本だけでは

なく米国や欧州も含めたグローバルな特許調査・分析において⾼度な知⾒を有する講師

が担当いたします。 

 EPを中心とした欧州特許調査の基礎について改めて確認したいこと、欧州特許調査ス

キルの向上を図りたい方の受講をお待ちしております。 

〒160-0008 東京都新宿区三栄町25-7 太田ビル３F 
 電話︓ 03-3357-3467       E-mail: ir@nihon-ir.co.jp 

(企画・運営) 

日本アイアール株式会社 主催 

2018年3月6日(火)開催 
※この研修は日本弁理士会の継続研修の対象外です。 



 

企画・運営企画・運営企画・運営企画・運営    日本アイアール株式会社日本アイアール株式会社日本アイアール株式会社日本アイアール株式会社    

会社名  部署名  

住所 〒   

お名前  E-Mail  

電話番号  FAX  

以下の事項をご記入の上、日本アイアール宛にFAXで送付してください。 

   ◆開催日時︓ 2018年3月6日（火) 13:30~16:30 
   ◆会 場 ︓ 機械振興会館 地下3階 Ｂ3-2号室    ◆定 員︓36名 
   ◆受講料 ︓ 9,000円/１名（税別） [税込︓9,720円/１名]   

★交通アクセス︓ 
東京メトロ 
・日⽐⾕線︓神⾕町駅下⾞ 徒歩8分 

都営地下鉄 
・三⽥線︓御成門駅下⾞ 徒歩8分      

・⼤江⼾線︓⾚⽻橋駅下⾞ 徒歩10分 

・浅草線/⼤江⼾線︓⼤門駅下⾞ 徒歩10分 

JR  
・山手線/京浜東北線︓  

   浜松町駅下⾞ 徒歩15分 

FAX番号︓03-3357-8277 
         （日本アイアールセミナー事務局） 

１．欧州特許調査の必要性と重要性 

２．日本特許出願構造と欧州特許出願構造の違い 

３．欧州特許調査でおさえておくべき基礎知識 
  ①EP特許制度の基本 

  ②欧州各国への出願ルートの整理 

  ③EP出願の審査、登録までの流れ 

  ④発⾏されるEP特許公報の種別と注意点 

  ⑤EPOサーチレポートについて 

４．欧州特許検索データベースとその特徴・機能 
  ①Espacenet・EP Register 

  ②欧州各国特許庁のデータベース 

  ③Google Patents 

  ④商用特許データベース（INPADOCファミリーベース） 

５．欧州特許検索の基本アプローチと留意点 
  ①欧州特許検索の基本的な考え方と日本特許検索との違い   

  ②キーワード検索（英語・ドイツ語・フランス語） 

  ③特許分類検索（ECLA・ICO・IPC・CPC） 

６．欧州特許の経過情報（審査／審判）と 

  権利状態の確認方法 

７．質疑応答 


